
２ 計画の進行管理

　計画を着実に推進し、進行管理を行っていくために、PDCAマネジメントサイクルの確実な実行に
よる事業効果の適切な評価を行い、具体的な成果の創出と成果の見える化を進めます。
　その際、根拠に基づく政策立案（EBPM）の考え方を重視するとともに、指標の達成状況の分析や適
時・適切な指標への更新なども含め、本県が保有する統計情報など様々なデータを積極的に活用しなが
ら、実効性の高い事業の企画立案につなげます。
　また、機動的かつ効果的な第三者評価を実施するため、福島県総合計画審議会等において、施策の
点検・評価を行うほか、県内各地域で、県民との意見交換の場を設定することなどにより、地域の声
を計画の進行管理に活用します。

計画の実行

（Do：実施）
施策の実施

総合計画審議会の提言
地域懇談会における有識者の意見

（Check：評価）
審議会・有識者の意見

自己点検と審議会・有識者の意見を踏まえ、
翌年度の施策等の方向性を決定

（Action：改善）
方針決定

方針に基づき、予算・組織や
事業実施方法などを検討

（Plan：計画）
計画

施策の
自己点検

・指標の分析
・課題と方向性の検討

（Check：評価）
施策評価

毎年度の
PDCAマネジメント

サイクル
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